
＜感染状況について＞
・ 全国の新規感染者数は、報告日ベースでは、３月上旬以降増加が続いており、直近の１週間では10万人あたり約10人と
なっており、改めて減少傾向としていくことが必要。

実効再生産数：全国的には、１月上旬以降１を下回っていたが、２月下旬以降１を超えており、直近（3/14時点）で1.06となっている。同時
点で１都３県、愛知・岐阜、福岡では１を下回っているが、大阪・兵庫・京都では１を上回る水準となっている。

・ 英国、南アフリカ等で確認されその影響が懸念されるN501Yの変異のある変異株（VOC）は、現状より急速に拡大するリス
クが高い。自治体による積極的疫学調査が行われる中で、変異株の感染者の増加傾向が続き、クラスターの発生も継続。
【地域の動向】 ※新規感染者数の数値は、報告日ベースの直近１週間合計の対人口10万人の値
①首都圏（１都３県） 緊急事態宣言の解除から約１週間が経過。東京では、新規感染者数は３月中旬以降増加が続き、約18人となっている。神

奈川、埼玉、千葉は、横ばい傾向で、新規感染者数はそれぞれ、約８人、約11人、約12人。医療提供体制の負荷の軽減が見られてきたが、
東京では、３月中旬以降それまで減少してきた入院者数が増加に転じた。

②関西圏・中京圏・九州 緊急事態措置の解除から約４週間が経過。人流の増加に伴い、大阪、兵庫では３月中旬以降増加傾向が強まっている。
奈良、和歌山でも３月下旬以降大きく増加。愛知・岐阜でも３月下旬以降増加の動きが見られる。福岡は横ばいから減少傾向で推移してい
る。特に大阪では、新規感染者数も約25人となっている。また、関西では変異株の報告が増加している。医療提供体制の負荷の軽減が見
られてきたが、新規感染者数の増加に伴い、特に兵庫県では、病床使用率が上昇しており、厳しい状況となっている。

③上記以外の地域 宮城では３月上旬から、山形では３月中旬より感染が急速に拡大。新規感染者数が、それぞれ約41人、約22人となっている。
いずれも50代未満が中心であるが、入院者数も増加。沖縄でも３月上旬以降感染が増加し、３月中下旬に大きく増加。新規感染者数が約
36人となっている。人流は増加傾向で、感染者は20-50代が多いものの、入院者数も増加。愛媛では、接待を伴う飲食店関係のクラスター
により、３月下旬以降新規感染者数が大きく増加し、約17人となっている。その他でもクラスターの発生等により感染者数が増加する地域が
生じている。

＜感染状況の分析＞
• 関西圏での感染拡大が強く懸念される。先行して緊急事態措置が解除された大阪・兵庫で再拡大が起こり、特に大阪は宣
言解除後から夜間滞留人口の増加が続き、20-30代の感染者が増加。多数の感染者数が発生している中で、変異株の報
告も増加しており、今後も感染拡大が予想される。また、人の移動に伴う変異株の他地域への流出を出来るだけ防ぐことが
求められる。

• 首都圏では、１都３県全体で見ると微増傾向だが、 東京でも宣言解除の2週間前より20時以降の夜間滞留人口が増加し、
解除後さらに急増。若年層の感染者の割合も高く、今後の感染急拡大が懸念される。首都圏は、感染源やクラスターの発
生場所が多様化（大人数の宴会や日中の会食など）し、感染者数も多く、匿名性が高いため、感染経路が不明な例も多い。

• 宮城、山形、沖縄では、若年〜中年層を中心とした感染拡大が見られる。３県とも実効再生産数が1以上を継続しており、
今後も感染拡大が続く懸念がある。各県独自の対策はとられており、宮城では人流の低下も見られている。引き続き、今後
の推移に留意が必要。

• 一部地域では、変異株の割合の高まりが懸念され、急速な感染拡大や既存株と比べ感染性の高さが懸念されている。
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＜必要な対策＞

• 緊急事態宣言が解除されたが、大都市圏では関西で感染が再拡大し、東京でも新規感染者数の増加が続いている。また、
今般の緊急事態措置区域以外の地域でも、宮城・山形、沖縄で感染者が急増している。感染が増加している地域において
は、効果的な感染抑制のための取組が必要。飲食店に対する適切な時短要請や外出自粛要請、検査を遅滞なく実施でき
る体制の拡充、濃厚接触者および感染源の迅速な調査などの対策が求められる。その上で、更なる感染拡大に対応する
ための医療提供体制や公衆衛生体制の確保が必要であり、国からも必要な支援を行うことが必要。すでに、一部地域では
入院調整の遅延が生じており、早急に対応すべきである。

• 特に、大都市圏は、人口が多く、感染が継続した場合の他地域への影響も大きい。 大阪では、多数の感染者数が発生して
いる中で変異株の報告も増加しており、今後も感染拡大が予想され、速やかに適切な対応を行うことが求められる。また、
東京でも増加が継続しており、今後の動きが懸念され、首都圏でも感染状況に応じた適切な対応が求められる。

• 一方、これまで大きな感染拡大が無かった地域でも、急速な感染拡大が生じる可能性がある。実際に感染拡大が生じた場
合を想定して、相談・検査体制、病床・宿泊療養施設の確保、自宅療養含めた調整体制、全庁的な応援態勢の確保、都道
府県と保健所設置市の連携体制等必要な準備が出来ているか、改めて確認し、新たな感染拡大へ備えておくことが必要。

• 年度初めに関しては、入社や入学の際に、人の移動・研修を伴うことが多い。また、引き続き昼カラオケ、接客を伴う物販な
ど高齢者が集まる場面や日中も含めた長時間の会食には注意喚起が必要。新たな感染拡大の動きが見られており、年度
替わりに伴い移動された方も含め、３密など人が集まる機会を避け、年度初めの恒例行事（歓送迎会、お花見）などに伴う
宴会（特に、普段会わない方との宴会等）は避けていただくなど危機感を共有できるメッセージの発信が必要。

• N501Yに変異のある変異株については、その影響がより大きくなってくることを踏まえ、その影響を抑えるための対応が必

要。このため、先日示された変異株対策パッケージも踏まえ、①水際措置の強化の継続、②国内の変異株のサーベイラン
ス体制の早急な強化、③変異株感染者の早期検知、積極的疫学調査による濃厚接触者および感染源の特定や速やかな
拡大防止策、④変異株の感染性や病原性等の疫学情報についての評価・分析（N501Y変異以外のE484Kなどの変異を有
する変異株についても実態把握を継続）と正確な情報の発信、⑤検体や臨床情報等の一体的収集・解析等の研究開発等
の推進が必要。併せて、変異株に関する入院時の扱いや退院基準等医療提供体制や公衆衛生体制での取組の在り方に
ついて早急に検討が必要。

• こうした取組を進めるためにも、併せて、各地の感染状況を的確に把握するため、Her-Sys等も活用した都道府県内での感
染状況の見える化に向けた取組が必要。
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〇新規感染者数の動向 （対人口10万人（人）） 〇検査体制の動向（検査数、陽性者割合）

※ ↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

3/1～3/7 3/8～3/14 3/15～3/21

322,618 件↑ 2.2%↓ 333,137 件↑ 2.4%↑ 376,903件↑ 2.4%→

13,954件↑ 2.7%↑ 13,536件↓ 3.1%↑ 10,958件↓ 4.4%↑

30,257件↑ 2.3%↓ 34,932件↑ 2.4%↑ 31,579件↓ 2.4%→

20,615件↑ 4.1%↓ 20,700件↑ 3.5%↓ 30,886件↑ 2.2%↓

58,226件↓ 3.1%↓ 70,433件↑ 2.8%↓ 95,480件↑ 2.2%↓

28,446件↑ 2.7%↓ 21,071件↓ 3.4%↑ 24,919件↑ 2.8%↓

4,523件↑ 1.1%↓ 3,382件↓ 0.6%↓ 2,900件↓ 1.1%↑

10,257件↑ 2.9%↓ 9,683件↓ 3.0%↑ 8,192件↓ 3.0%→

5,736件↑ 0.8%↓ 4,842件↓ 1.8%↑ 7,687件↑ 0.9%↓

29,460件↑ 1.9%↓ 34,057件↑ 1.9%→ 36,778件↑ 2.3%↑

9,606件↑ 2.3%↑ 9,769件↑ 3.0%↑ 12,409件↑ 3.5%↑

12,296件↓ 1.6%↓ 12,276件↓ 2.0%↑ 11,384件↓ 2.1%↑

11,604件↓ 1.1%↑ 8,481件↓ 2.1%↑ 9,204件↑ 2.8%↑

3/10～3/16 3/17～3/23 3/24～3/30

全国 6.35人（8,009人）↑ 7.45人（9,396人）↑ 10.39人（13,115人）↑

北海道 7.90人 （415人） ↓ 8.57人 （450人） ↑ 8.67人 （455人） ↑

埼玉 11.48人 （844人） ↑ 10.75人 （790人） ↓ 11.10人 （816人） ↑

千葉 11.52人 （721人） ↓ 11.17人 （699人） ↓ 11.52人 （721人） ↑

東京 14.53人（2,023人）↑ 15.49人（2,157人）↑ 18.18人（2,531人）↑

神奈川 7.66人 （705人） ↓ 7.34人 （675人） ↓ 7.84人 （721人） ↑

岐阜 0.91人 （18人） ↓ 2.16人 （43人） ↑ 4.58人 （91人） ↑

愛知 3.79人 （286人） ↑ 4.18人 （316人） ↑ 6.04人 （456人） ↑

京都 3.17人 （82人） ↑ 3.21人 （83人） ↑ 6.43人 （166人） ↑

大阪 7.36人 （648人） ↑ 10.91人 （961人） ↑ 24.77人（2,182人）↑

兵庫 6.40人 （350人） ↑ 7.81人 （427人） ↑ 15.33人 （838人） ↑

福岡 4.76人 （243人） ↑ 4.90人 （250人） ↑ 3.61人 （184人） ↓

沖縄 13.01人 （189人） ↑ 20.92人 （304人） ↑ 36.41人 （529人） ↑



直近の感染状況等（２）

4

※ 「入院患者数の動向」は、厚生労働省「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査」による。この調査では、記載日の０時時点で調査・公表している。
↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

〇入院患者数の動向

3/10 3/17 3/24

全国 5,947人（19.7%） ↓ 5,895 人（19.4%） ↓ 6,275 人（20.6%） ↑

北海道 343人（18.4%） ↑ 331人（17.8%） ↓ 342人（18.4%） ↑

埼玉 604人（42.1%） ↓ 564人（39.2%） ↓ 548人（37.3%） ↓

千葉 554人（43.6%） ↓ 495人（36.4%） ↓ 455人（33.4%） ↓

東京 1,353人（26.8%） ↓ 1,286人（25.5%） ↓ 1,404人（27.8%） ↑

神奈川 412人（26.5%） ↓ 376人（24.2%） ↓ 323人（20.8%） ↓

岐阜 97人（14.0%） ↓ 61人（8.8%） ↓ 67人（9.7%） ↑

愛知 260人（21.4%） ↓ 219人（18.0%） ↓ 185人（15.2%） ↓

京都 42人（10.1%） ↓ 46人（10.2%） ↑ 56人（12.4%） ↑

大阪 448人（22.6%） ↓ 496人（24.9%） ↑ 583人（29.3%） ↑

兵庫 201人（24.0%） ↓ 295人（35.2%） ↑ 391人（46.6%） ↑

福岡 198人（25.7%） ↓ 224人（29.1%） ↑ 237人（30.8%） ↑

沖縄 157人（31.0%） ↓ 154人（30.4%） ↓ 169人（33.3%） ↑

〇重症者数の動向（入院者数（対受入確保病床数） （入院者数（対受入確保病床数）

3/10 3/17 3/24

659人（15.2%） ↓ 609 人（14.4%） ↓ 630 人（14.9%） ↑

5人 （3.1%） ↑ 4人 （2.5%） ↓ 11人 （6.8%） ↑

41人（28.1%） ↑ 40人（27.4%） ↓ 40人（26.8%） →

22人（23.9%） ↓ 21人（22.8%） ↓ 22人（23.9%） ↑

267人（26.1%） ↓ 252人（24.6%） ↓ 294人（28.7％） ←

29人（15.3%） ↑ 22人（11.6%） ↓ 19人（10.0%） ↓

9人（15.3%） ↑ 8人（13.6%） ↓ 4人（6.8%） ↓

26人（20.6%） ↓ 16人（12.7%） ↓ 11人（8.7%） ↓

9人（10.5%） ↓ 6人（7.0%） ↓ 5人（5.8%） ↓

108人（25.8%） ↓ 100人（21.7%） ↓ 98人（21.3%） ↓

34人（29.3%） ↓ 43人（37.1%） ↑ 50人（43.1%） ↑

16人（14.4%） ↓ 12人（10.8%） ↓ 8人（7.2%） ↓

23人（36.5%） ↓ 18人（28.6%） ↓ 16人（25.4%） ↓




